
『
日
蓮
宗
宗
憲
』
の
第
五
十
四
条
に
は
、
日
蓮
宗
の
年
中
行
事

と
し
て
、
宗
祖
法
難
会
・
宗
祖
降
誕
会
・
立
教
開
宗
会
等
の
九
項

目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
近
世
の
日
蓮
宗
寺

院
で
行
な
わ
れ
た
大
規
模
な
仏
教
儀
礼
に
、
千
部
会
・
御
会
式
が

ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
名
字
即
に
置
く
こ
と
を
、
一
応
は
言
え
よ

う
。
然
し
、
法
華
経
を
持
つ
者
が
、
仏
子
・
仏
使
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
、
遺
文
の
各
所
に
散
見
し
て
い
る
こ
と
よ
り
考
え
れ
ば
、

聖
人
は
、
成
仏
位
の
設
定
よ
り
も
、
法
華
経
の
受
持
・
不
受
持
を

問
題
と
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
叡
山
の
諸
師
が
成
仏

位
を
下
げ
る
こ
と
に
、
そ
の
努
力
を
傾
け
て
い
た
こ
と
と
は
、
大

き
な
熊
度
の
相
違
と
言
え
る
。
更
に
、
法
華
経
を
受
持
す
る
、
し

な
い
に
比
重
を
置
く
聖
人
の
場
合
、
即
身
成
仏
の
面
よ
り
修
行
の

意
味
を
考
え
る
こ
と
が
、
新
た
な
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

近
世
日
蓮
宗
の
千
部
会
に
つ
い
て

ｌ
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

望
月
真
澄

あ
る
。
こ
の
両
儀
礼
は
、
「
二
季
の
大
会
」
と
言
わ
れ
、
池
上
本

門
寺
・
中
山
法
華
経
寺
な
ど
の
寺
院
で
は
、
春
の
お
千
部
・
秋
の

お
会
式
と
し
て
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

本
発
表
は
、
こ
の
う
ち
千
部
会
を
研
究
対
象
と
し
、
儀
礼
の
性
格

や
そ
の
機
能
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
ゑ
た
も
の
で
あ
る
。

千
部
会
と
は
、
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
祈
願
・
追

善
等
の
為
に
千
部
の
経
を
読
調
す
る
法
会
」
と
あ
る
。
読
諦
す
る

経
典
は
、
法
華
経
・
浄
土
三
部
経
（
と
く
に
阿
弥
陀
経
）
・
薬
師

等
経
が
あ
り
、
各
宗
派
で
行
な
わ
れ
る
千
部
会
の
代
表
的
な
も
の

に
、
浄
土
真
宗
の
阿
弥
陀
経
千
部
・
日
蓮
宗
の
法
華
経
千
部
が
あ

げ
ら
れ
る
。

特
に
日
蓮
宗
で
行
な
わ
れ
る
千
部
会
は
、
法
華
経
一
部
八
巻
二

十
八
品
を
一
部
と
し
、
こ
れ
を
千
部
読
講
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
を
法
華
千
部
と
称
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
世
の
史
料
に
は
、
千
部
読
諦
と
い
う
語
句
は
法
華

経
の
読
諦
の
象
で
な
く
、
奉
唱
題
目
千
部
読
調
と
題
目
を
千
部
読

講
す
る
場
合
や
、
千
巻
陀
羅
尼
修
行
の
よ
う
に
祈
願
の
た
め
陀
羅

尼
を
千
巻
読
詞
す
る
場
合
も
あ
り
、
様
々
な
形
熊
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
概
念
規
定
に
基
づ
き
、
日
蓮
宗
で
行
な

わ
れ
た
千
部
会
の
開
始
時
期
を
史
料
的
に
み
る
と
、
宗
祖
百
五
十

遠
忌
の
永
享
三
（
一
四
三
一
）
年
十
月
四
日
か
ら
十
三
日
の
十
日
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間
、
京
都
本
国
寺
が
諸
末
寺
を
登
山
せ
し
め
て
修
し
た
と
い
う
の

が
そ
の
史
料
的
初
見
で
あ
る
（
『
本
国
寺
年
譜
』
）
・

こ
う
し
て
、
中
世
に
お
い
て
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
が
、
近
世
に
お
け
る
千
部
会
の
性
格
を
知
る
た
め
、
各
地
の
千

部
会
の
事
例
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

艸
祈
願
の
為
に
行
な
う
場
合

ｍ
京
都
本
国
寺
で
は
、
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
文
禄
の
役
に

際
し
て
十
六
世
日
願
が
法
華
一
万
部
読
謝
会
を
も
っ
て
戦
勝

を
祈
る
。

何
比
企
谷
妙
本
寺
で
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
、
心
性
日

遠
導
師
の
も
と
に
養
珠
夫
人
の
二
世
所
願
円
満
法
界
利
益
を

祈
る
。

⑭
追
善
の
為
に
行
な
う
場
合

㈹
池
上
本
門
寺
で
、
宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
に
際
し
五
千
部
の
経

を
読
諏
し
、
信
者
に
十
万
部
の
題
目
を
勧
め
る
。

何
金
沢
本
法
寺
で
、
宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
に
際
し
そ
の
年
の
六

月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
日
間
万
僧
千
部
執
行
が

あ
り
、
金
沢
の
本
法
寺
末
寺
が
登
山
し
て
い
る
。

㈱
中
山
法
華
経
寺
で
、
日
常
三
百
遠
忌
に
際
し
そ
の
年
の
三
月

一
日
よ
り
万
部
経
が
行
な
わ
れ
、
百
人
の
僧
が
出
仕
す
る
。

い
は
、
個
人
が
願
主
と
な
り
、
そ
の
祈
願
を
行
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
側
は
、
寺
院
が
願
主
と
な
り
、
宗
祖
や
先
師
先
哲
の
追
善

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
寺
院
も
、
日
蓮
宗
で
は
代
表
的
な
寺
院
で
あ
り
、
本

寺
格
の
寺
院
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
千
部
会
は
、
大
寺
院
の
行
事

と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
末
寺
の
本
寺
へ
の
登
山
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
池
上
本
門
寺
の
末
寺
で
は
、
「
一
日
路
二
日

路
者
毎
年
一
度
三
日
路
者
弐
年
一
度
五
日
路
以
後
五
年
一
度
如
先

規
必
可
遂
登
山
事
」
（
『
大
田
区
史
』
寺
社
１
）
と
い
う
登
山
規

定
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
行
事
は
、
不
定
期
な
行
事
で
、
寺
院
や
特
定
の
人
物

と
い
っ
た
個
人
が
願
主
と
な
る
場
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世

中
期
以
降
に
な
る
と
、
願
主
は
庶
民
が
中
心
と
な
り
、
行
事
は
年

中
行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
千
部
会
が

庶
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
寺
院
修
復
に
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
千
部
会
も
金
銭
を
集
め
る
手

段
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
庶
民
は
永
代
千
部
の
施
主

と
し
て
金
品
を
寺
院
に
奉
納
し
、
先
祖
の
供
養
を
行
な
っ
た
の
で

あ
る
。こ

う
し
て
、
近
世
の
千
部
会
は
、
祈
願
・
追
善
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
世
の
儀
礼
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
近
世

中
期
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
千
部
会
が
年
中
行
事
化
し
た
こ
と
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立
正
観
抄
と
中
山
門
流
の
等
覚
院
日
全
の
法
華
問
答
正
義
抄
と

の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
す
る
。
周
知
の
通
り
、
立
正
観

抄
は
止
観
勝
法
華
説
を
取
り
上
げ
て
中
古
天
台
を
明
確
に
批
判
し

た
注
目
さ
れ
た
論
書
で
あ
る
。
近
年
、
止
観
勝
法
華
の
創
唱
者
を

論
点
に
、
ま
た
禅
勝
止
観
や
特
異
な
口
伝
書
の
引
用
か
ら
真
偽
が

問
わ
れ
、
身
延
の
日
進
書
写
本
が
日
進
直
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
に
及
ん
で
、
今
日
で
は
真
蹟
と
象
な
さ
れ
て
い
る
が
、
年

来
の
交
流
が
あ
っ
た
日
祐
の
聖
教
録
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
な
ど

ま
だ
す
っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
。

日
進
・
日
祐
に
教
学
の
指
南
を
仰
い
で
宗
義
の
確
立
を
は
か
っ

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
一
般
庶
民
を
対
象
と
し
た
た
め
で
あ

ヱ
》
。

な
お
、
庶
民
は
、
講
中
を
結
成
し
、
千
部
会
に
参
加
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
千
部
会
に
求
め
る
庶
民
の
信
仰
及
び
庶
民
の
参
加
形

熊
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
と
思
う
。

立
正
観
抄
と
法
華
問
答
正
義
抄

高
橋
謙

祐

た
の
に
等
覚
院
日
全
が
お
り
、
そ
の
著
に
法
華
問
答
正
義
抄
が
あ

る
。
日
全
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
日
全
は
永
仁
二
年
の
生
れ
、
日
祐

よ
り
五
歳
年
長
、
武
蔵
国
仙
波
と
交
流
を
も
ち
、
比
叡
山
に
住
し

て
恵
檀
両
流
義
を
学
び
、
殊
に
東
塔
西
谷
覚
林
房
禅
芙
に
止
観
勝

法
華
を
、
経
蔵
坊
顕
円
に
は
禅
勝
止
観
に
つ
い
て
そ
の
真
相
を
問

う
て
い
る
。
そ
の
後
身
延
で
日
進
に
宗
義
を
学
ん
で
、
正
慶
二
年

中
山
に
在
住
し
て
問
答
正
義
抄
を
起
稿
、
晩
年
病
を
お
し
て
康
永

三
年
脱
稿
、
同
年
寂
。
多
く
の
遺
文
を
引
い
た
多
岐
に
わ
た
る
論

述
に
は
、
日
祐
蒐
集
の
尼
大
な
聖
教
、
比
叡
山
や
身
延
な
ど
で
の

見
聞
が
背
景
に
あ
り
、
中
で
も
二
十
二
巻
は
仙
波
や
比
叡
山
で
の

論
談
が
染
ら
れ
、
そ
こ
に
は
観
心
の
正
義
を
糺
さ
ん
と
す
る
気
塊

が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
記
述
は
、
日
蓮
滅
後
四
十
年
頃
に
は
止
観

勝
法
華
や
禅
止
観
思
想
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
て
日
蓮
門
下

周
辺
で
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
風
潮
を
伝
え
て
い
る
。
正
義
抄
は

前
半
は
法
華
経
要
義
、
後
半
は
各
宗
見
聞
を
論
述
し
、
特
に
二
十

二
巻
で
は
法
華
止
観
勝
劣
事
並
び
に
当
家
観
心
の
法
体
と
行
相
を

論
じ
、
中
山
門
流
の
観
心
修
行
の
姿
勢
が
知
ら
れ
る
。
日
全
は
こ

の
巻
執
筆
の
理
由
を
止
観
勝
法
華
の
邪
義
を
破
し
て
正
義
の
料
を

立
て
る
故
と
記
し
て
い
る
が
、
実
は
、
立
正
観
抄
に
象
ら
れ
る
。

止
観
は
法
華
経
に
よ
る
と
い
う
論
拠
と
な
る
引
用
文
が
ほ
ぼ
同
じ

形
で
、
同
じ
論
拠
と
し
て
正
義
抄
の
二
十
二
巻
の
中
に
見
出
さ
れ
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